
Sustainable 

fujino@iges.or.jp
1



そして、地域を豊かにする！
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①穴をふさぐ（省エネ）

②綺麗な水をそそぐ（再エネ）

③適切なサイズへ

脱炭素・ゼロカーボンとは、
バケツを使ってたとえるなら



主に海外から輸入している
石油・ガスや石炭・

天然ガス等で作られる電気

断熱・気密効率が低く
冬寒く・夏暑い
建築物・住宅からの
熱エネルギー流出効率の悪い（古い）

設備での産業活動による
過剰なエネルギー使用 燃費の悪い移動手段、

スプロールしたまちでの
過大な移動エネルギー消費

日本のまちはさながら、
エネルギーを駄々洩れ

している施設・機器に、
海外から輸入している
CO2をたくさん出す

エネルギーを、垂れ流し
込んでいるようなもの

つまり、CO2は
たくさん出て、
エネルギー代は

地域外に流出する
「もったいない」状態

気候正義でもない
いろんな穴の

空いたバケツに
灰色のエネルギーを
ジャブジャブ投入

しているような状態
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4人為起源のCO2の累積排出量

気
温
の
上
昇

IPCC
AR6
図SPM.10

気温の上昇とCO2累積
排出量がほぼ比例関係
＝ CO2排出が増えると

気候変動が進行

気候変動がもたらす
地域間・世代間格差

気候正義 Climate Justice
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”No Climate Justice 
without Human Rights”

人権なくして気候正義なし

2022年11月



2022年11月
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グテレス
国連事務総長

ジム・スキー
IPCC WG3
共同議長

内田さん・山本さん
Climate Youth Japan



IGES 気候変動ウェビナーシリーズ「COPとは? COP基礎講座」（10月1日）
https://www.iges.or.jp/jp/events/20211001

そもそも
UNFCCC／
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全会一致が原則
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COP27「シャルム・エル・シェイク
実施計画」16章 62項目

1. 科学と緊急性

2. 野心の向上と実施

3. エネルギー

4. 緩和

5. 適応

6. ロス＆ダメージ

7. 早期警戒と組織的観測

8. 実施 -公正な移行に向けた道筋

9. 資金

10. 技術移転と伝播

11. 能力開発

12. Taking stock 棚卸し

13. 海洋

14. 森林

15. 農業

16. 実施の向上：非政府ステークホルダーによる行動
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気候変動枠組条約ホームページ https://unfccc.int/documents/624444

1. 科学と緊急性

2. 適応

3. 適応資金

4. 緩和

5. 緩和及び適応のための資金、

技術移転、並びに能力構築

6.ロス＆ダメージ

［気候変動の影響に伴う損失及び損害］

7. 実施

8. 協働

COP26
「グラスゴー気候合意」

8章 71項目

日本語全訳 https://www.env.go.jp/content/000049858.pdf

気候変動の
影響を受ける

生態系・
生物多様性

外務省報告 https://www.mofa.go.jp/mofaj/ic/ch/page1_001420.html

既に起こって
いる気候変動
影響への対応



COP27を受けて

・Implementation/Actionの時代へ

・Non-Party Stakeholders/Nonstate actorsへのさらなる期待

・YouthやIndigenous peopleはじめ市民セクターからの

”No Climate Justice without Human Rights”の声

→ 気候中立の未来を足元で作る！

9



では、どうしたら良いのだろうか？

1. 高知県 黒潮町の取り組み

2. 北海道 下川町の取り組み

3. 岡山県 西粟倉村の取り組み
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https://www.town.kuroshio.lg.jp/pb/cont/juumin-osirase/35403
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https://www.town.kuroshio.lg.jp/pb/cont/juumin-osirase/35403



17

2021年6月のゼロ
カーボンシティ宣言、
地球温暖化対策推進
法改正による区域施
策編策定の努力義務
を受けて、高知県温
暖化防止活動推進セ
ンター運営組織の

NPO法人環境の杜こ
うちが入り、策定中。

2030年度の目標は
60%削減。日高村も。
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https://www.town.kuroshio.lg.jp/pb/cont/juumin-osirase/35403
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https://www.town.kuroshio.lg.jp/pb/cont/juumin-osirase/35403
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では、どうしたら良いのだろうか？

1. 高知県 黒潮町の取り組み

2. 北海道 下川町の取り組み

3. 岡山県 西粟倉村の取り組み



循環型森林経営
システム需要

ゼロエミッション
木材加工

林地残材等

エネルギー自給

コンパクトタウン

森林サービス業

ＦＳＣ認証木材生産

森林環境教育（学び）
森林セルフケア（健康・癒し）

伐→植→育→伐→
（植林50ha×伐採60年）

森林バイオマス
原料製造施設

カーボンオフセット
クレジット

［集落再生］一の橋バイオビレッジ
バイオマス熱供給システム→集住住宅、産業創出

森林共生型社会 経済×社会×環境の統合的向上

子育て支援
エネ転コスト削減額を
活用し子育て支援政策

8出典：下川町



一の橋バイオビレッジモデル 再エネを核とした集落再生

■一の橋集落 ‘60年：約2000人→’09年：95人（高齢化率51.6%）→’10年：集落再生に着手
■コンセプト 超高齢化問題（社会）・低炭素化（環境）・新産業創造（経済）を同時解決

出典：下川町 9



森林とつながり活躍する人々（一部）

ＮＰＯ法人森の生活

森林環境教育・森林セルフケア
を実践する団体

（株）フプの森

下川町産ＦＳＣトドマツ葉
を使った精油製造等会社

木霊光

薪屋「とみなが」

薪ストーブの燃料用やディスプレ
イ用に割った薪の製造販売会社

クラフト蒼

木工作家

森林づくり専門員（行政）

チェンソーアート
世界チャンピオン

持続的森林管理

林業・林産業の事業者・従事者に加えて、森林を基軸に活躍する多様な人々の存在

出典：下川町 10



Goal1

みんなで挑戦

しつづけるまち

Goal2

誰ひとり取り残

されないまち

Goal3

人も資源もお金も
循環・持続する
まちGoal4

みんなで思い
やれる家族の
ようなまち

Goal5
引き継がれた
文化や資源を尊重
し、新しい価値を
生みだすまち

Goal6

世界から目標と
されるまち

（脱炭素社会
・SDGsへ寄与）

Goal7

子どもたちの
笑顔と未来世代の
幸せを育むまち

2030年における下川町のありたい姿 下川版ＳＤＧｓ 2018.4.23

誰ひとり取り残されず、
しなやかに強く、
幸せに暮らせる
持続可能なまち

第6期下川町総合計画
（最上位計画）の
「将来像」に位置付け

地域住民
が中心となり策定

指標（しもかわSDGs
インディケーター）を
設定し進捗管理

実現に向け町内外の多様な
人々が連携して取組

Point１
Point2

Point3

Point4

15出典：下川町



産業経済 家計経済

所得

農業・林業

サービス業

衣食住
医療・教育

など
製造業・建設業

消費

地域外
サービス業

消費

地域外へ販売 地域外から調達

お金を地域外から獲得

74億円
お金が地域外に流出

126億円（うち13億円はエネルギー調達）

貿易収支

-52億円

域内生産額（GDP）
年215億円

雇用

貯蓄（ストック）

年金
？？？円

町外就労
？？？円

住民総収入
年114億円

食費

9.5億円

地域外産

-8.5億円

地域内産

1億円

“SSDGs3 人も資源もお金も循環・持続するまち”の実現へ

■産業⇒地域外からの貨幣獲得拡大と地域外への流出貨幣内生化（エネルギーなど）

■生活⇒地消地産・地域内消費を促し経済を好循環化（スモールビジネス、ソーシャルビジネス）

☆実現のための方向性

☆現状

18出典：下川町



森林バイオマス利用拡大による脱炭素社会構築事業

公民館

まちおこしセンター

宿泊研修交流施設

地域間交流施設

Ｂ＆Ｇ海洋センタースポーツセンター

共生型住まいの場

共栄町町営住宅

バスターミナル
合同センター

高齢者複合施設

林業総合センター

小学校・病院
役場周辺施設

中学校
幼児センター

凡 例

既存木質バイオマスボイラ

既存熱供給導管 新設熱供給導管
（イメージ）

【全体イメージ】

■町全体の熱自給率は56％に到達

■再生可能エネルギー利用拡大を進め地域経済循環力を向上させ、
林業・林産業など地域経済活性化と脱炭素社会を構築

100%エネ自給した場合の経済効果：GDP215億円＋28億円（+13.1%）
※経済波及効果推計

■市街地における森林バイオマス地域熱供給の面的拡大などを推進

市街地における森林バイオマス地域熱供給面体拡大イメージ

20出典：下川町

経済

再エネ産業

社会

社会基盤
強靭化

環境

CO2削減



https://www.town.shimokawa.hokkaido.jp/gyousei/2021/04/post-17.html
下川町第2期SDGs未来都市計画（2021年3月）
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【社会】誰もが希望を持ちながら健康で安心して暮らせる社会条件整備

https://www.town.shimokawa.hokkaido.jp/gyousei/2021/04/post-17.html
下川町第2期SDGs未来都市計画（2021年3月）

現在（2019年）：
13 戸/年間

2023 年：
15 戸/年間



【環境】森林バイオマスを中心とした脱炭素社会の実現

https://www.town.shimokawa.hokkaido.jp/gyousei/2021/04/post-17.html
下川町第2期SDGs未来都市計画（2021年3月）

指標：熱エネルギー
自給率［暫定］

現在（2019年）：56％
2023 年：58％［暫定］



【環境】森林バイオマスを中心とした脱炭素社会の実現

https://www.town.shimokawa.hokkaido.jp/gyousei/2021/04/post-17.html
下川町第2期SDGs未来都市計画（2021年3月）

指標：CO2吸収量［暫定］

現在（2019年）：
101,052t-CO2
2023 年：
103,100t-CO2［暫定］

指標：CO2排出量［暫定］

現在（2019年）：
44,537t-CO2
2023 年：
43,600t-CO2［暫定］


